知つておまたいこと 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。 

インターネ 、ソ トアプライアンスサーバじついて（一2ぺージ） ..... インターネ 、ソ トアプライアンスサーバファミリー 



や製品の特長-機能について説明しています。 

を部のさ)称と機能(一10ページ） . 

. 本体のを部のを称やランプ表示の意巧について説 

明しています。 

運用時の操作(一14ページ） . 

. 日常の運用の際に知っておいていただきたい機能 

や操作方法について説明しています。 








インターネットアプライアンスヴーバについて 

お買い求めじなられたインターネットアプライアンスサーバシリーズ 「 Express 5800 / LoadBalancer 」 じつ 
いて説明します。 


インターネットアプライアンスヴーバとは 


けール-イン-ワン」から r ビルドア、ソ 
プ」へ。 

インターネットビジネスやデータセン 
タサーバ化社会において大量のデータ 
を高速に処理するために開発されたの 
が、「インターネットアプライアンス 
サーバ」です。 

お使いになる環境や用途に応じて必要 
となる機能を備えたサーバを追力□する 
ことでシステムをビルドア、ソプするこ 
とができます。 


1台のラックにそれぞれの機能を持つサーバを 
搭載(クラスタ構成も可能） 

インターネ、ソトアプライアンスサーバの主な特長と利点は次のとおりです。 

• 省スぺース 

すべてのモデルに厚さ 1 U (ユニ、 ソト）の コン パクトな崖体を採用。 

• 運用性 

運用を容易にする管理ツール。 

• クイックスタート 

Web ベースの専用設をツールを標準装備。短時間(約5分)で初期設定を完了します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々の 
ユニットに抑えられます。また、絞り込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発 
生時の原因の絞り a みが容易です。 




2 




















• 高い拡張性 

専用サーバとして、機能ごとに単体ユニットで動作させているためじ用途に応じた機能 
拡張が容易に巧能です。また、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステム 
を拡張していくことができます。 

• コストパフオーマンスの向上 

専用サーバに最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を磕保 
できます。また、単機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低 
コスト化が実現されます。 

♦ 管理の容易性 

環境設定や運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設定のみで 
す。そのため、導入-運用管理が容易に行えます。 

インターネ、ソトアプライアンスサーバファミリーには、目的や用途に応じて次のモデルが用 
意されています。 

♦ LoadBalancer 

複数台の Web サーバへのトラフィック（要求）を整理し、負荷分散によるレスポンスの向 
上を目的としたサーバです。 

♦ MailWebServer 

Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などイン 
ター ネットサーバとしての必要となるサービスを提供するサーバです。 

♦ CacheServer 

Web アクセス要求におけるプ□车シでのヒット率の向上 (Forward Proxy ) を目的とした 
サーバです。 

♦ FirewallServer 

インターネットと接続した企業ネットワークをか部からの不正なアクセスから守るファ 
イアウォール専門のサーバです。 

♦ VirusCheckServer 

インターネット経由で受け渡しされるファイル(電子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□ー ドしたファイル)からを種ウィルスを橫化/除去し、オフィスへのウィルス 
侵入、外部へのウィルス流化を防ぐことを目的としたサーバです。 


知つておさたいこと 
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本装置の巧長と機能 



性能 


• Intel ® Celeron ® プ□セ、ソサ （733 MHz ) を搭載 
• 高速100目 ASE - TX /10 BASE - T インタフエース 
りポート標準装備、100 Mbps /10 Mbps 対応) 
• 高速ディスクアクセス 



胃信頼性 

• メモリ監視機能 （1 ビット エラー 訂正/2ビ 、ソトエ 
ラー 横化） 

♦ メモリ縮退機能(障害を起こしたデバイスの論理的な 
切り離し） 

• バスパリティエラー橫化 
• 温度お知 
• 異常お知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• フ□ントべゼルじよるセキュリティ□ック（ラック搭 
載時） 


圍理機能 _ 

• ESMPR 0 (複数のサーバの稼働状況を 「 ESMPRO 」 で 
統合的に運用-管理することができる） 

• MWA (Management Workstation Application ) 


S ぐに使える•設定できる 

• 初期導入設定用ディスクをセットして、電源を 
ON じすればセットアップ完了 
• バックアップ CD - ROM とインストールディスク 
ですぐ(こ再インストール 

胃富な機能搭載 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


回己診断機能 


胃スぺース 


• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム診断 ( T & D ) ユーティリティ 


• 高さ 1 U (約 44 mm ) のラックマウントタイプ 

利なセツトアップユーティリティ 


守機能 


• Management Console 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 
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本装置は、複数サーバへの負荷分散を目的としたアプライアンス(専用)サーバです。本装置 
にインストールされている□ードバランシング用ソフトウエア(コーディネータ)は、アプラ 
イアンスサーバとして負荷分散機能の性能と信頼性を重視して開発されています。 i モード端 
末での接続サーバ固定化などセ、ソシヨン維持機能の強化じ力□え、 LoadBalancer 配下にある 
分散ノードへコンテンツの配信/同期を行うためのコンテンツデリバリ機能を搭載していま 
す。さらに、負荷分散対象サーバ(分散ノード)の状態監視機能じより、個々のサーバの状態 
に応じたきめ細かな負荷分散制御を実現します。 


マルチプラットフオームに対応 



負荷分散機能概要 


Master Server 



公開停止して順次配信 


上記 サーバでの 公開再開 
と同時に公開停止して配信 


コンテンツデリバリ機能概要 


知つておさたいこと 


己 































































本装置は、負荷分散サーバとして次のような機能を提供します。 

• ネットワーク負荷の分散機能 

分散ルールに応じて、分散ノー ドへのトラ フィ、ソク (要求)を分散させます。 

- Round Robin (ラウンド□ビン） 

分散ノー ドはすべて対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順 
番に割り当てます。 

— Least Connection (最ルコネクシ3ン） 

接続された要求数 (TCP コネクション数)の最も少ない分散ノードに、次のクライアン 
卜からの要求を割り当てます。 

-分散ノードの固定化 

クライアントの IP アドレスやポート番号により、分散先の分散ノー ドを固定します。 

• 静的重み付けの分散機能 

分散ノー ドの諸元(メモリ搭載量、動作 AP 数など)を考慮したを分散ノー ドへの重みがけ 
により分散させます。 

• CPU 負荷の分散機能 

分散ノー ドの CPU 負荷状況に応じて、トラフィック(要求)を最適サーバへ分散させます。 

- Weighted Round Robin(CPU 負荷に応じたラウンド□ビン） 

クライアントからの要求を CPU 負荷が最も少ない分散ノードに順番に割り当てま 
す。 


— Weighted Least Connection (CPU 負荷と最ルコネクション） 

接続された要求数 (TCP コネクション数)が最少、かつ CPU 負荷が最少の分散ノード 
に、次のクライアントからの要求を割り当てます。 

• クライアントへのダイレクトレスポンス 

分散ノー ドからのレスポンス(応答)は本装置を経由しません。直接クライアントに返すこ 
とによりスループット(処理応答時間)を向上させます。ただし、 i モード、 URL スイ、ソ 
チ、クライアントタイプによる分散ノー ドの固を化 (Web サーバ固を化)を利用する場合 
のレスポンスは LoadBalancer を経由します。 

• 分散ノードの動的追加•切り離し 

分散ノードの追力日、停止一再起動、切り離しは本装置を停止させずに行うことができま 
す。システムを停止させることなくメンテナンスが行えるため、クライアントからの要 
求にいつでも対応できます。 

分散ノードを常に監視しているため、 Web サーバ等に障害が起こった場合は、自動的に 
分散対象から切り離します。また Web サーバが復旧した場合は、自動的に分散ノードと 
して追力□します。 IPL 目コーディネータ側での分散ノードの登録、削除手続きは不要で 
す。 


• 分散ノードの待機 

特定の分散ノー ドを待機状態(分散対象にはならない)とし、その他の分散ノー ドがダウン 
した際に活性化します。 
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• LoadBalancer の二重化 

本装置を二重化することにより、本体の障害発生時に、スタンバイ側に負荷分散制御を 
引き継ぐことができます。コーディネタ復旧後は、自動的にフェイルバックを行います 
ので、フェイルバックのためのオペレーションは不要です。本装置のフェイルオーバク 
ラスタ構成は、最大2台です。 

• 監視/通報機能 

プ□セス異常やファイル異常を監視しその自動復旧を行うことができます。また、その 
異常内容やフェイルオーバ発生等を E - Mail で通報することができます。 

• セッション維持機能 

-時闇指をによるセッション維持 
-ソース IP アドレスじよるセッション維持 
一 URL じよるサーバ固定化 
-クライアントタイプによるサーバ固定化 
一 i モード端末からのセッション維持 
• モニタおよび統計情報の表示機能 

本装置の状態や接続数、データ量を Web ブラウザで表示-磕認できます。 

• 分散巧の固定化機能 

分散先を固定化する2つのタイプの機能をサポートしています。 

-要求元 IP アドレスによる固定化機能(分散ノー ド固定化） 

- i モード、 URL スイ、ソチ、クライアントタイプによる分散ノードの固定化機能 (Web 
サーバ 固を化） 

• コンテンツデリバリ機能 

コンテンツ配信時における分散ノー ドの自動停止-再開の制御、コンテンツ配信プ□セ 
ス監視等コンテンツデリバリ機能と連携しています。 

• 分散ノードの対応 0 S 

分散 ノードとして 、 Windows NT 4.0 、 Windows 2000 、 SolarisS ( SPARC 版 ）、 Linux 
( TurboLinux 、 RedHat など)のサーバが利用巧能です。 


知つておさたいこと 
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添付のディスクについて 


本装置にはセットアップや保守-管理の際に使用する CD - ROM やフ□、ソピーディスクが添付 
されています。ここでは、これらのディスクじ格納されているソフトウェアやディスクの用 
途について説明します。 

I M-O 添付のフ□ッピーディスクや CD - ROM は、システムのセットアップが完了した後でも、シ 
ステムの再インス I ルやシステムの保守-管理の際に使用ずる場台びあります。なくさな 
いように大切に保存しておいてください。 

• バックアップ CD-ROM 

システムのバックアップとなる CD - ROM です。 

再セットアップの際は、この CD - ROM と添付の r バックアップ CD - ROM 用インストール 
ディスク」を使用してインストールします。詳細は73ページを参照してください。 

バックアップ CD - ROM には、システムのセットアップに必要なソフトウェアやを種モ 
ジュールの他にシステムの管理-監視をするための専用のアプリケーション 「 ESMPRO 」 
が格納されています。システムじ備わった RAS 機能を十分発揮させるためにぜひお使い 
ください。次ページを参照してください。 

参保守•管理ツール CD-ROM 

本体およびシステムの保守-管理の際に使用する CD - ROM です。 

この CD - ROM には次のようなソフトウェアが格納されています。 

-保守-管理ツール 

再セットアップの際に装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティション（保守パーティション）を作成したり、システム診断やオフライ 
ン保守ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細 
は84ページを参照してください。 

- MWA 

システムが立ち上がらないようなときに、リモー KLAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレクト接続)で管理コンピュータから本装置を管理する時に使用する 
ソフトウェアです。詳細は94ページを参照してください。 

• 初期導入設定用ディスク（フ□ッピーディスク） 

初期導入時の設定情報を書き込みます。設定情報の作成や変更をする r 初期導入設定ツー 
ル」も含まれています。 

• バックアップ CD-ROM 用インス!ルディスク（フ□ッピーディスク） 

システムの再インストールの際に使用します。 
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ESMPRO 


「 ESMPRO ®」 は、 NEC が提供するサーバ管理-監視ソフトウエアです。 

システムの稼動状ミ兄や障害の監視をリモートで行い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に 
迅速に対応することができます。 



本装置を運用する際は、 ESMPRO を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようム 
がけてください。 

添付の CD-ROM r バックアップ CD - ROM 」 にはシステムを監視するソフトウェア 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 と ESMPRO / ServerAgent がインストールされたシステムを管理するための 
ソフトウェア^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」が格納されています。 

ESMPRO / ServerAgent はあらかじめシステムの一部として装置に組み込まれています。ま 
た、再インストールの際にも自動的にインス I '''ールされます。 

ESMPRO / ServerManager はネットワーク上の管理〕ンピュータにインストールします。 
ESMPRO / ServerAgent と[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「の詳細は、5章を参照してください。 

ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーパシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . 2.0 ( UL 9005 -201) 」を参照してください。この説明書 
は ESMPRO 製品を活用するためのガイドです。 

また、 ESMPRO には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源管理、 
ストレージ管理を行う専用のアプリケーシヨン作 SMPR 0 プ□ダクト）が用意されています。 
ESMPRO プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合 
わせください。 


知つておさたいこと 
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各部の名祿と機能 

本体のを部のを称を次に示します。ここでは本装置で使用するコネクタやランプのみを説明します。 


本巧前面 


① フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護するカバー。添付 
のセキュリティキーで□ックすることができる（一14ペー 
ジ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティキーの差 
し〇。 

③ POWER ランプ(緑色） 


電源を ON にすると緑色に点灯する卜にぺージ')。 

④ STATUS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

本体の状態を表示するランプ。正常に動作している間は緑 
色に点灯する。異常が起きると緑色に点滅、またはアン 
バー色に点灯/点滅ずる。（^12ぺージ)。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色） 



取り付けているディスクが動作しているときに点灯する 
(一にページ）。 

⑥ UID (ユニット ID ) ランプ(黄色） 

装置を識別するためのランプ(一12ページ)。ランプ点灯中 
をメンテナンス中とした場合、本体前面/背面からメンテ 
ナンス中の装置を見分けることができる。 

⑦ ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデバイスと 
リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する13ページ)。丸数字の後の数 
字は「1」が LAN ポート1(外部 LAN ) 用のランプで、「2」が 
LAN ポート2(内部 LAN ) 用のランプを示す。 

⑧ 3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行ぅ装置18ぺージ)。 



⑩ POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチト15ぺージ ) 。一度押すと 
POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押ず 
と電源を OFF にずる。4秒]:上押し続けると強制的に 
シャツトダウンする。 


(8)-1 ディスクアクセスランプ ⑩ 

®-2 ディスク挿入 □ 

(8)-3 イジェクトボタン 

⑨ CD - ROM ドライブ _ 

⑩ 

CD - ROM の読み出しを巧う装置(一20ページ)。 


(9)-1 

ディスクアクセスランプ 


⑨ -2 

CD トレーイジェクトボタン 

⑩ 

(9)-3 

エマージェンシーホール 


UID (ユニッ ト ID ) スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するスイッチ。 
スイッチを一度押ずと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^17ぺージ)。 

シリアルポート 2 a ：0 M 2) コネクタ 

管理コンピュータと接続するためのコネクタ。通常は使用 
しない。 

DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 
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本巧背面 


八ードディスクベイ（八ードディスクを搭載済 
み） 

を却ファン(丸数字の後の数字はファン香号を示 
す） 

リチウム電池 

コンフィグレーションジャンパ 
マザーボード 

DIMM (ち図の下から DIMM #1 一 DIMM #2一 
DIMM #3, SI 饥#1に1枚標準装備、増設禁止） 

プ□セ、ソサ （ CPU ) 


①シリアルポート UC 0 M 1) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一39ペー r 

ジ)。 

③ LAN コネクタ - 

1 00 BASE - TX /1 OBASE - T と接続するコネクタ（一39ぺ一 甜昌麗[ 

ジ)。 LAN 上のネットワークシステムと接続ずる。丸数字の 
後の数字は「1」が LAN ポート1(外部 LAN ) で、に」が LAN 
ポート2(内部 LAN ) を示す。 

③ ACT / UNK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデバイスと @ 

リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する（一13ページ)。 

④ 100 TX ランプ(黄色） 

ネットワークポートが100 Mbps で動作しているときに黄色 @ 

に点灯する。1 0 Mbps で動作しているときは消灯する13 
ページ)。 

⑥ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯ずる卜にぺージ')。 


(2)-1 (2)-2 ⑥ 



③④③④ ⑥ 

UID (ユニットの）ランプ(黄色） 

本体を識別するためのランプ(一12ページ)。ランプ点灯 
中をメンテナンス中とした場合、本体前面/背面からメン 
テナンス中の装置を見分けることができる。 

電源コネクタ 

添がの電源コードを接続する（^39ぺージ)。 


② -3 ③④ ⑥ 



② -1 ③ -2 ⑦⑥ 



本巧巧部 


①② 覆 S ⑥⑥ S 


知つておさたいこと 
























































































ランプ 


本体前面には8つ、背面には6つのランプがあります。ランプの表示とその意□ホは次のとおり 
です。 


POWER ランプ ( の） 

本体前面と背面じを1個あります。電源が ON の閨、ランプが緑色に点なしています。 


STATUS ランプ ( み） 

本体前面にあります。本体が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点なします。 
STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点な/点滅してい 
るときは本体になんらかの異常が起きたことを示します。 

異常が起きたときは保守サービス会社に連絡してください。 

• ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに 、 Management Console からシャットダウ 
ン処埋ができる場合はシャットダウン処埋をして再起動してください。シャットダウン 
処理ができない場合はリセット、強制電源切断をするか (23 ぺージ参照）、一度電源コー 
ドを抜き差しして再起動させてください。 


D に K ACCESS ランプ ( 目） 

本体前面にあります。 D に K ACCESS ランプは本体内蔵の八ードディスクや CD - ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点なします。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面にを1個あります。本体前面にある UID スイッチを押すと点灯しもう一度押 
すと消なします。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときな 
どに使用することができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを 
点灯させておくと、対象装置を闇違えずに作業することができます。 
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ACT/LINK ランプ (ACT/LNKl 、 ACT/LNK2) 

本体前面と背面 (LAN コネクタ部分)にを 2 個あります。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
磕認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント□ーラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと CD-ROM ドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD-ROM にアクセスしているときに点なします。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分じを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モー ドが100 BASE-TX か、 10 BASE-T のどちらの ネッ トワークインタ フエー スで動作され 
ているかを示します。点なしているときは、100巨 ASE-TX で動作されていることを示しま 
す。消灯しているときは、10巨 ASE-T で動作していることを示します。 


知つておさたいこと 
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運用時の操作 

電源の ON / OFF の方法など日常の運用で知っておいていただきたい操作手順について説明します。 


フロントべゼル〜取り付け•巧りかし〜 


ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフ□ントべゼルを取り外します掉上に設置した場合は、フ□ントべゼル 
を取り付けることはできません)。 

I M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
ん。 


1 . キース□ットに添付のセキュリティキーを差し} A み、キーをフ□ントベゼル側(こ軽く押しなが6 
回して□ックを解除する。 



2 . フ□ントべゼルのち端を軽<持って手前 
に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせ 
てタブをフレームか6かして本体か6取 
り外す。 


フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
りがけた後はセ车ュリティのためにち羊一で 
□ツクしてください。 
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POWER スイツチ〜電源の ON/OFF 


電源を ON にする場合は、本体前面にある POWER スイッチを押します。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1 . ラックに搭載している場合は、フ□ントべゼルを取り外す。 

2 . フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクをセットしていないことを確認する。 

添付の r 初期導人設定用ディスク」を使ったセットアップの際はフ□、ソピーディスクをセットして 
おいてください。 

3. 本装置に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


I チェッ匀 


無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


4. 本体前面にある POWER スイッチを押 
す。 


•L 回 


電源コードを接続するとハードウエア 
の初期診断を始めます(約5秒間)。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しま 
せん。電源コードの接続直後は、約5秒 
ほど時間をおいてから POWER スイッ 
チを押してください。 

電源を ON にしてか6しば6くの間、自己 
彭断プ□グラム （POST) を実行して本体 
の彭断が巧われます。 POST を完了する 
とシステムが起動します。ネットワーク 
上のクライアントマシンか 6Web ブラウ 
ザを使って、システムの稼働状ミ兄を見る 
ことができます。詳し<は3章を参照し 
てください。 


器。器。撒を。。。。。。。。。。。。。。 

=口 〇 


J 〇 〇 〇 〇 [ 


§>( 


POWER スイ、ソチ 


電源の OFF は、次の順唐で行います(本体前面の POWER スイ、ソチを押しても、シャットダウ 
ン処理後に電源は OFF になります）。電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添が 
のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルも併せて参 
照してください。 


知つておさたいこと 
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2 . 


クライアントマシンで Web ブラウザを起動する。 


[アドレス]ほたは嗎丽など)(こ rhttp://< 本装置の IP アドレスまたは FQDN>: 日0090/」を指定す 

る0 


[Management Console] の画面が表示されます。 


3. [管理者用]をクリックする。 

ユーザーをとパスワードの入力を要求さ 
れます。 




NE\-Copyright(C> NEC Corporation 2000-2001 


恩— 


I 睡ィシトラネリト /ん 


4. [ユーザーさ)]は、 radmin」、 パスワードは 
2章の r 初期導人設定用ディスクの作成」 
で設定したパスワードを人力する。 

[トップ]シートが表示されます。 




巨.[システムの停止]ボタンをクリックす 
る。 


しば6くすると本体の電源が0 F F 
(POWER ランプ消好）になります。 



7. 周辺機器の電源を OFF (こする。 











































UID スイッチ〜サーパの確認〜 


複数の装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には rUID (ユニ、ソト ID ) ランプ」がもうけられてい 
ます。 


UID スイ、ソチ 


UID ランプ 


前面にある UID (ユニ、ソ HD ) スイッチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消なします。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守 
する装置を磕認してから作業をすることをお勤めします。 


■L 

rpn 


本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 
す。 


A 


毅懇毅毅毅懇毅潑毅密毅强敬瑶潑縣獅 

- r 。 □ • I CoSSS 日。 CD 。 


發潑總瑶靖霉毅潑毅潑驢截靖强瑶發瑶^^^^^^ 

[I— ^ ' 1 '-^ir - □ • 口。 CD 。 










□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□ 


知つておさたいこと 


000廳瞪 

み〇〇廳圆 

© OCT ^ 
も 
の！~~ 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存(ライト）を行うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）を使用することができま 
す。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

一 • フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON (こしたり、再起動するとフ□、ソ 
にエツタ I ピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起動できませ 

ん。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点の中に取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き a んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで<ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 
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♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようじなっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本製品に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 



ライトプ□テクト, 
スイ、ソチ 


書き込み書き込み 
不可 巧 


知つておさたいこと 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み止)し専用の〕 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 



A 注意 



1装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

1 • CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 

1.CD-ROM を CD-ROM ドライブにセツトする前(こ本体の電源が ON (POWER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを確認する。 


2. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前(こ引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 

4. CD-ROM の文字が印刷されている面を上 
にしてトレーの上に静かに、確実に置 
く。 


瓦ち図のようじ片方の手でトレーを持ちな 
巧ら 、もう一方の手でトレーの中んじあ 
る□一夕一部分に CD-ROM の穴がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 
る。 


CD トレーイジェクトボタン 
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目.トレーの前面を軽<押して元に戻す。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと 
同じようじ CD トレーイジェクトボタンを押してトレー 
を引き化します。 

アクセスランプが点なしているときは CD - ROM にアク 
セスしていることを示します。 CD トレーイジェクトボ 
タンを押す前にアクセスランプが点なしていないことを 
磕認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方の手 
でト レーの 中ムにある □ー ター部分を押さえながら CD - 
ROM の端を軽くつまみ上げるようじしてトレーから取 
り止)します。 

CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 

取り出せなくなったときの方法 



CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り化します。 


1. POWER スイ、ソチを押して本体の電源を 
OFF (POWER ランプ消好）じする。 

2 . 直径約 1.2mm、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD-ROM 前面ち側じあ 
るエマージェンシーホール(こ差し} A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 


つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

上記の手順を行っても CD - ROM び 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


驟競競競殺を競を競器を器滞。を。。。。。。。が^^^^ 

。口 1 1 1〇§§§ 日® V /© 〇 


エマージェンシー 

ホール 


3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

己.トレーを押して元(こ戻す。 


知つておさたいこと 
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CD-ROM の取り扱いについて 

CD-ROM を破損しないように次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD-ROM を落とさないでください。 

• CD-ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD-ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいじ置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD-ROM じ書き么まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

参清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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IJ セツ 



本装置が動作しなくなった場合は、次の方までリセット、またはシャットダウンすることが 
できます。 


クライアントマシンからのリセット 

14ページの電源を OFF にする手順を参考にして 
[Management Console ] の画面が表示された後、 
[システム]ボタンをクリックしてください。 

表示されたダイア□グボックスで[システムの再起 
動]ボタンをクリックするとシャットダウン処理の 
後、システムが再起動します。 


システム 停止/再起動 


システムの巧ム J 


受 


■L 再起動の完了は通知されません。 




強制電源切断 

^ Z 王/、ソ器。器《祭器。器。器。器滞。器。器。器。^^^^ ^^^ 

トダウンできなくなったときや、 POWER >。。。。。。。。〇占。。。。。。了 poggo 日@仁コ@ 

スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなく 

なったときに使用します。 


本体前面にある POWER スイ、ソチを4秒ほど 
押し続けてください。電源が強制的に OFF 
になります。（電源を再び ON にするとき 
は、電源 OFF (強制電源切断)から約10秒ほ 
ど待ってから電源を ON にしてください。） 


4秒 J ：> (上押し続ける 


知つておさたいこと 
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